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杉村　太鼓を始めたきっかけと入ってどうだったか、エピ
ソードがあれば教えてください。
矢田　2000年に会社の全体会があって、その時に演奏
を見たんです。当時がいな太鼓に正直、全然興味がな
かったんですけど、演奏をみて、ちゃんとしているなという
印象を受けました。その後に、佐野さん（２代目リーダー）
から「おまえもやれ！」って言われたんで、すんなり入れま
した。入った年は、酸友連が初めて“がいな太鼓”を打っ
た年で、僕が練習に初めて行った時は、“がいな太鼓”
の練習をしていて、ベースも打てない、だけど人数も足り
ない。自分なりにがんばって、コーチの柴田幹也さんから
「打ててないけど、出てみーや」と言われ、その年のがい
な祭で演奏することが出来た。その初めて出た時に、今
日のコーディネーターの方(杉村さん)にボロクソに言わ
れたんです。　（一同　笑）
祭りの後打上げがあって、僕がそのデビューした下手な
奴だと知らずに「下手なんが１人おったなー、あんなん出
したらいけんと思うわー」って言われ、「必ず、杉村さんを
見返す！」っていうのが次の祭りまでのいいモチベーショ
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Development Persons
｜ 米子がいな太鼓50周年座談会 ｜ ベテラン編 ｜

― 伝統を受け継いだ人たち ―

米子がいな太鼓のメンバーが、チーム発足時
の経験や次世代への思いを語り、絆を深めた
エピソードを紹介します。

米子がいな太鼓の
知られざる当時の物語

が いな 太 鼓を
始 めたきっかけ

遠藤史章
（錦聚連）
※以後、遠藤ふ

草瀬直美
（若連）

保木本賢一
（錦聚連）

遠藤千尋
（若連）
※以後、遠藤ち

青砥宏英
（若連）

コーディネーター

杉村 聡

松浦絢二
（酸友連）

矢田貴之
（酸友連）

  ▼   M E M B E R  P R O F I L E

16 ｜ 座談会 

がいな太鼓50th_pdf18.indd   16 2025/04/18   13:59



ンになりました。それで続けてこれたので、今となっては
恩人です。これが初期の頃の思い出です。
杉村　いやいやいや～。毎回この話が出ると、謝るんだ
けど。うん、必ず謝ることになってる！
青砥　同期入社で、すでにがいな太鼓をやっていたの
が松本規志。メーデーのステージに出るので、なんとなし
に見ていたら、「やっべー、かっこいい！俺もやりたい！」と
思って始めました。マイクロモータ連では、芝田康文さん
にすごくかわいがってもらって、会社のイベントでいろん
なところにも行かせてもらい、その楽しい思い出があっ
たから続けられた。杉村さん達にハメられて、今までいろ
いろな担当をしてきました。メンバーが200人いるのを、ど
う段取りをしながら完成系にしていくかを学べることは、
すごくいい経験だった。今となっては、ハメられたけどあり
がたいと思っています。
杉村　また、謝らんといけんな。（笑）
松浦　自分が入社した前の年に酸友連ができたんで
す。入社して有無も言わせず連れて行かれたっていうの
がきっかけです。当時、米子支店に増田安奈さん(現：仙
田安奈)っていう人がいて、「今日の練習に来なさいよ！」
と激詰めされて練習に行ったのがきっかけです。訳もわ
からないまま練習して、がいな祭前の合同練習の時に、
大人の皆さんから「どうせすぐに辞めるんだろ！？」みたい
な感じで見られてて、見返したいな！って思ったのが続
けていく力になった。メンバーも辞めたり定着しない中、
当時の佐野リーダーとやってきたのが大きなやる気に
なった。
杉村　矢田ちゃん、絢ちゃんは、褒められるよりけなされ
て伸びるタイプなんだね！　（一同　笑）
草瀬　私はこの中で唯一の子供連からなんですが、就
将小学校のクラブ活動の紹介で太鼓をみて、ただただ、
いいな！って思って入りました。杉村さん、保木本さんに

指導してもらいました。当時は、太鼓が特に好きではな
かったんですけど、一緒にやっていた民野さんの実家で
遊べる、お菓子も食べられる、おいしいグラタンも食べら
れるっていう楽しさで続けてました。若あゆに上がったの
も、民野さんが入ったから。私は進学して県外に出るつも
りでいたけど、若あゆ連で最後のがいな祭がすごく楽し
くて。当時の仙田宗家のようになりたいな！って思って、
太鼓を続けるために地元に残りました。続けてみたら、
大変なことばかりで（笑）。若い女性が少なかったんで、
「ボロクソに言ってくる人よりも、上手になればいいんだ
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ろ！」っていう気持ちで続けていると思います。
遠藤ふ　私は、15周年の年に亡くなられた前川さん（市
役所連初代リーダー）が、市役所のチームを作るぞ！っ
て、市役所中駆け回って人数をかき集めておられ、そ
の中に私も含まれていました。うにゃうにゃと言ってたら、
「お前やるのか、やらんのかどっちだ！？」って言われて、
「やります！」って言ったのが始まりです。当初は本田さ
んが指導者で、初めは40人くらいいたと思いますが、練
習の度に人数が減っていくんですよ。ある練習の時に、
本田さんに連れと自分との二人が「やる気がないなら出
ていけ！」って言われまして、一緒に言われた連れはバチ
を置いて出て行ってしまいました。そのバチを拾い上げ
たのが私で、今でもそのバチは大切に持っています。
保木本　私も前川さんに誘われて。もともと新しいことに
興味もあって、やりたいなって思って、気持ちよく入りまし
た。太鼓は見たこともなかったけど、少しずつ上手になっ
ていくのが面白かったのかな！？初めてがいな太鼓を
見たのは、若連のながえ祭りでの演奏。かっこよかった
なー！って覚えている。それからは憧れ、どうしたら出来る
かな？っていう気持ちになりました。市役所連は、全員、
スタートが一緒だったんで、前川さんや杉村さんに引っ
張ってもらいながら、やっていったっていうのが続けられ
た理由かな！？
遠藤ち　入るきっかけは、友達の石田千登勢さんが
チャーターメンバーだったんで「太鼓をやりたい！」って伝
えた。「結構格好いいな！」っていうのが第一印象。当時
の自分は、思ったらパッてやっちゃうタイプで、すぐに練
習に行かせてもらいました。当時、若連の持ち曲が5曲、
即その全部の曲の譜面を渡されて、「これを覚えなさい」
からスタート。入ったのが４月、祭りがある８月までに全
部覚えるのは無理なんで、オープニングと鼓勇の２曲を
必死に覚え、何とかがいな祭に間に合わせた。当時はス
テージが年間200ぐらいあって、一番覚えているのが、前
列でおばあさんが数珠を持って、拝むように見ておられ
たっていう…。
杉村　お坊さんと間違われたんじゃないの？

（一同　笑）
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松浦　正直、今の酸友連の形が出来たのは、主力のメ
ンバーが同世代だったんですよ。競い合うようにやってた
し、極にも入らせてもらってすごく楽しかったけど、どうし
てもそこで出来上がってしまっていて…。あとから入って
くる子もいるんですけど、そこに壁があったりして、なかな
か続かない。自分がリーダーをしていた20年間の中で、も
う少し上手にできなかったかな？っていう反省もあるん
ですけど…。
杉村　まだ存続しとるけんな！これからだわ。がんばれ
ば、また復活するわ！
松浦　なんとかねー。25年やってきているんでね。無くし
たくないっていうのはあるんでね。
矢田　企業チームなんで、平野裕晴君みたいな子が理
想だと思うんです。太鼓が続けたいから、地元に残って、
うちみたいな地元の企業に就職するみたいな。そのため
にも残さないといけない！
杉村　がいな太鼓採用枠をつくったら？
矢田　ぜひ！

【
 E

x
p

e
r

t 
R

o
u

n
d

ta
b

le
 D

is
c

u
s

s
io

n
 】

遠藤ち　チャーターの方とかは、ピークを過ぎて「もう疲
れてきたわ」っていうタイミングで引退されていかれた。
今は、作曲とか子供連の指導とか、皆さんいろんなことを
されてるわけで。そうなってくるとプレイヤーとしてよりも、
組織を保存していくためにがんばる！っていう気持ちで、
ずっと繋がっているのかな！？
杉村　メンバー数の関係で、自分が辞めたら曲が満足
に打てない状況もあったのかな！？市役所連もそんな時
期があったけんな。
遠藤ふ　６人でやった時もありました。
草瀬　それこそ、市役所連が錦聚連になったのは、人が
辞めたとか、なんかあったんですか？
杉村　市役所職員のメンバーは減って、逆に市役所以
外の人が増えてきて、このまま「市役所連」っていうのも
な？っていうことで、遠藤(史)が「錦聚連」っていう良い名
前を考えてくれた。
保木本　新しいメンバーがそのきっかけをくれていること
もあるし、一緒に楽しみが湧くっていうか…。メンバーが
替わりつつ、演奏するパートもいろいろ替わったりという
のもあって、続けているっていうのもあります。
杉村　企業チームは社員じゃないと入れないから、難し
いよね。かといって強制的に入らせる時代でもないよね。

継 続 の 理 由と
メンバ ー の 思 い

杉村　市役所連が出来たのは、当時、市は補助金を出
したり、パレードに出るだけだったけど、JCが当時の市
長に「市役所は祭りに何も出んだか！？市のイベントとし
てやっとうのに、なんで市役所の職員が祭りに参加せ
んのんか！」っていう声がでて、最初に万灯チームがで
きた。その時に前川さん（市役所連初代リーダー）が、福
米東子供連の団長をしてて、「第二弾で太鼓を創る！」
となって。本田さんと意気投合して、「自分がメンバーを
集めてくるけん！」、本田さんが「だったらわしが指導す
るわ！」っていう話になった。当時は太鼓を聞いたことな
かったんだけど、住んでいる尚徳地区に太鼓が来て初
めて聞いた。特に、近台の遠藤孝幸さん（若連2代目リー
ダー）のソロに感動した。

杉村　仕事とかいろいろあると思うけど、長いことするっ
ていうことは凄いことだと思う。なんで今まで現役を続け
てきたのか、これたかという話を聞かせてほしい。
草瀬　辞めるタイミングを逸してますよね。定年があるわ
けでもないし。まして上の人達が辞めないのに辞めたい
と言えないのが、今の空気感（笑）
遠藤ち　当時は今ほど組織化されていないし、太鼓その
もののやり方、考え方が根本的に違うっていうのがあっ
て。当時、譜面はあるんだけど、今ほど音符にこだわって
なく、まず体で覚えろ！曲は耳で覚えろ！みたいな。結局
30代～40代前半がピークで、45歳くらいなると勘弁して
くれよみたいな…。
青砥　僕らみたいな歳までやってる人、おらんかったも
ん。42、3歳くらいでMAXくらいだったんじゃないかな。
だから自分が50歳までやってるイメージがなかった。
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杉村　みなさんの思い出に残っているエピソードを聞か
せてください。
青砥　初めてがいな祭担当をした時、２日目の湊山公
園の野外ステージが終わって「今年一番がんばったの
は、青砥だ！」と本田さんに褒めてもらって「みんなで胴
上げしよう！」って言ってもらって。生まれて初めて胴上げ
してもらった。
遠藤ち　えっ！俺の時はなかったなー。
松浦　俺もそれ見てるんで、青砥さんから祭り担当を引
き継いだ年に胴上げしてもらえると思っていたら…何も
なかったんですよ（哀）
杉村　僕の時もなかったわ。僕らと青砥の違いは何だ
だ？（笑）
青砥　いやー、あれは本当にうれしかった！！
草瀬　コロナ前までやっていた祭当日の打ち上げは本
当に楽しかった。あの打ち上げで各チームの新人さんの
紹介があったりして、他のチームと交流を持てた。
杉村　自分がステージしてこれは本当に感動したとか、
思い出深い事がありますでしょうか。いい思いもたくさん
持っておられると思いますので…。
遠藤ち　祭り担当をやって、「祭りが終わったら、ちーちゃ
ん、絶対に泣くよ」って仙ちゃん（宗家）に言われたけど、
「なんが泣くだ！」って思ってた。けど、野外で“がいな太
鼓”が終わったら感動がこみ上げてきた。感動するってい
うこと自体、自分の人生にはなかったけど、その時は泣い
ちゃった。自然と涙が出てくる。みんなと握手しながら「お
疲れさまー！」って。普段の生活では味わえない、太鼓に
携わったからこそ得られたものなのかな！？
保木本　全チームが集まって野外ステージを創りあげ
る、その瞬間をみんなで讃えていることに尽きるのか
な！？最後の“がいな太鼓”の演奏に感動があった。
青砥　昔はそのステージで“がいな太鼓”を演奏できる
のは、選ばれた人しかっていうステータスがあって、特別
感がありましたよね！
保木本　今の若いメンバーもこれを経験したら、より太
鼓が好きになるんじゃないかなって思います。
遠藤ふ　思い出深いステージはデビューした年の祭で、
なぜか市役所連で私だけ、最後の“がいな太鼓”に出さ
せてもらって。隣は仙田宗家で全然所作とかも違うん
で、前の日も練習しました。当日の野外ステージでは、ス
テージの前で市役所連のメンバーが見てくれていて、終
わった瞬間にみんなから頭をペチペチされました。
保木本　覚えてる。市役所連代表でね。うれしかった。
がんばれー！って祈って見ていました。
遠藤ふ　当時、まだ譜面が全く読めなくて、ドンドンとか
ドロドロとか全部鉛筆で書いていました。今でも思い出

しますが、本田さんが黒板に音符をすらすら～って書いて
「遠藤、これわかるか？これ何拍だ？」って聞かれるけど、
さっぱりわからなくて訳のわからないことを言ってました
ね。懐かしいです。
草瀬　野外ステージで演奏するのはもちろんなんです
けど、今、指導者となって思うのは、子ども達は演奏が終
わって解散した後も最後まで見てくれていて。最後の最
後に、「子ども達、ステージに上がってこいよー！」って、子
ども達もステージに上がってきて、コーチの近くに来て
一緒に写真を撮ってという…。ここ10年くらいなんです
けど、子ども達も「あー、楽しいがいな祭だったな！」って
思ってくれるのが、私はすごくうれしい！
松浦　強烈に覚えているのが、酸友連はしばらく“打込
み太鼓”をしていて、ようやく何年目かで“がいな太鼓”
やってみるか？って言われて。本田コーチのもと合宿で２
日間、ヘトヘトになるくらいまで練習をして。その合宿の
最後の最後に打った“がいな太鼓”の演奏後に、本田さ
んが「えぇ“がいな”をみせてもらったわ！」って言ってくだ
さってね、それでバーっとこみ上げてきて。まだまだ粗削
りだったけど、全員が一つになって、魂、気力体力の全て
が乗った “がいな”、あれが一番印象に残っています。い
まだ、あれを超えられていない！って思います。
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祭りの 打ち上 げと
感 動 の 瞬 間

青砥　やっぱりがいな祭は特別。祭り担当をしたときは
達成感と開放感で毎年泣いてた。担当を替わってから
は、もう泣くことはないなって思っていたけど、一度戦線
離脱したことがあった直後の祭りで、練習でビービー泣
きながらでもやってた子ども達が、すごくいい演奏して大
泣きした。あれ以来、子どもの演奏をみるだけで泣く。そ
んな良いご褒美をもらっているから続けているかもしれ
ない。
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矢田　鮮明に覚えているのは、初めて“義友合奏”を
打った祭りの野外ステージ。お囃子でお客さんが手拍子
をしてくれて。初めてお客さんを巻き込んで、楽しい！！っ
て思いながら打てました。一番脂が乗ってまとまっていて
極に入りたいと一番頑張っていた頃に、ひとつの完成形
ができた。演奏をしていて「終わりたくないな」って思った
唯一の演奏ですね。その後の打ち上げ、最高に楽しかっ
た！

杉村　最後に今の思いでもいいですし、今後のがいな
太鼓への期待や長年やってこられた皆さんのがいな太
鼓への思いをお願いしたい。
矢田　「なんでがいな太鼓がいいのかな？」って考えた
時に、アマチュアがこんだけ人を感動させられるってこ
とは、なかなかないんだろうなって。『だんだん』コンサー
トとか、組織力として本当に普通の団体とはレベルが違
う！それをこれからも続けていって伝統芸能になれば一
番いい。個人的には唯一の企業チームとして酸友連を
残し、どんどんうちの会社に入ってくれるような受け皿に
なっていければと思います。
青砥　自分が30年も続けてるのは太鼓だけ。昔みたい
に人やお金が入り続けるというのはもうない。残り続ける
ためには変えないといけないこともあるし、変えてはいけ
ないこともある。柔軟性をもって長く続ける、そういう団体
であり芸事であってほしい。辞めた後でも「俺、がいな太
鼓をやっとってねー」って自慢できる団体になってほしい
と思います。
杉村　時代にあった形で、守るべきものは守って、変え
るべきものは果敢に変えていくことは必要なことだろう
し、それがまた次の世代に繋がるようになるんじゃないか
な！？皆さんには、これからもそのために次世代のサポー
トをしてやってほしい。
松浦　何で皆さんがここまで続けてこられたかの極論
は、太鼓って楽しいから！そこに尽きると思う。その楽し
さを若い子へ伝えることが、僕たちが今までしてもらっ
たことへのお返しだと思う。若い世代にいい経験をして

もらって、自分たちがやりたい新しいがいな太鼓の形を
創っていってもらいたい。それをサポートしていくのが僕
たちの仕事で、これからもやっていきたいと思います。
草瀬　続けてこられたのは、先輩方に引っ張ってもらっ
たことや、憧れと目標だった宗家がおられたから。宗家、
創始者もいつかは辞められると思うので、次の世代を私
たちが支えていく番だと思う。守るべきところはしっかり守
りながら…。今までは絶対的存在がおられて、ついて行
くっていう立場でしたけど、今度はみんなで支え合ってい
くやり方にしていくと、どんどん裾野が広がっていくのか
な！？と思う。その辺りを私たちベテラン世代がしっかり築
いていって、そして次の世代にバトンタッチができたらと
思っています。
遠藤ふ　私も楽しいことが一番だと思います。ただ、がい
な太鼓の「音をみせる」というのは非常に難しい技術。
米子の郷土芸能として、人から人へ引き継いでいくもの
だと思います。個人的には、子どもの指導に携わりなが
ら、若い人たちと議論ができる場があればいいなと思い
ます。
保木本　がいな太鼓は郷土芸能なので、地元の人が親
しみをもち、愛されてもらうことを大事にして、打ち手や見
ている人が笑顔になれるようにやっていければ続いてい
くと思います。
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が いな 太 鼓 へ の
思 いと未 来

遠藤ち　若い子が育ち、そのまた次の若い子が魅力を
感じていくというのが、これからのビジョンだと思います。
同時に50周年を迎えられたのは、メンバーだけではな
く、見てくれた皆さんのおかげ。今後も「米子の郷土芸能
はがいな太鼓！」というポジションであり続けていくため
に、子どもも大人も自分を磨き、郷土芸能の一員として恥
ずかしくないようにあってほしい。これからも、がいな太鼓
というだけで、皆さんから「おぉ～！」っと思っていただけ
るようになっていかないと！と感じています。
杉村　皆さん、大変良い話をしていただきました。やはり
今後存続していく上で、ベテランの皆さんがやれることを
しっかりやっていただいて、関わっていただきたいと思い
ます。今後、若い世代が中心でやっていくと思いますが、
ぜひ皆さんも彼らをサポートしていただきたいなと思いま
す。これからも続けられるだけ続けていただいて、がいな
太鼓の存続・発展に力を尽くしていただきたいと思いま
す。今日はどうもありがとうございました。
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が いな 太 鼓との
出 会 い

本田　がいな太鼓をやってみようと思われたきっかけと
いうのは、なんでしょうか？
梅原　私の場合は、昔の三味線とか太鼓が好きだった
もので、遠藤孝幸さんに「青年会議所で和太鼓を始める
けどやらんか」と誘ってもらって、面白げだなということで
始めました。
小林ま 私の場合は、最初は荒神神楽太鼓の練習に参
加して、ちょっと中断してしまったんですが、また遠藤君の
方から「やらいや」と誘われて始めたっていうのがきっか
けですね。
柴田み 私は、同じ職場におられた若連の梅林さんに
誘われました。中学校では吹奏楽をしてましたが、高校
には当時太鼓がなかったものですから。ちょっと変わっ
たものをしてみようかと思ったのがきっかけです。
橋谷　当初、がいな祭をメインでしていた「つつじグルー
プ」というのがあって、そのグループに天野宣さんが来ら
れて福米東小学校で一日太鼓を叩きました。一小節をよ
う叩けなかったという記憶がいまだに残っています。それ
で本田君に「太鼓はお前がやってくれ」と言って辞めた

がいな太鼓創設期メンバーが、当時の熱意、
練習秘話、組織変遷、未来への期待を語り、
50年を回顧しました。

創設期メンバーが語る
熱意と未来

小林正美
（74歳）
※以後 小林ま

梅原 功
（73歳）

柴田由香
（60歳）
※以後 柴田ゆ

柴田幹也
（67歳）
※以後 柴田み

小林美香
（58歳）
※以後 小林み

橋谷 明
（71歳）

コーディネーター

本田幸男（72歳）
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  ▼   M E M B E R  P R O F I L E

Frontiers
｜ 米子がいな太鼓50周年座談会 ｜ OB・OG編 ｜

― 開拓者たち ―
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ら、「太鼓がえらい衰退しているようだ」と聞いて、「しゃあ
ない長老が出ましょうか！？」となったものです。
柴田ゆ 私はまだ子どもでしたので、きっかけは親の勧
めがあってですかね。親と梅原さんの職場が同じで。人
見知りで恥ずかしがり屋で、人前でなんて絶対ようせん
かったですけど、この太鼓にきっと縁があったんでしょうね。
太鼓のお兄さん方に可愛がっていただいて、おだてられ
て、そんなのがあって続けることができたと思います。
本田　私の50年の指導の中で、由香ちゃんは女性を指
導するという初めての経験で、それまではずーっと男ばっ
かり。股割りなど、女性はなかなか難しいなと思った経験
があります。
小林み 私は小学4年生だったと思うんですけど、太鼓
を打ちたい人を募集していて、「これはいかなきゃ！」って
やったら楽しくて。小学生で一旦辞めたんですが、高校
に入った時に孝幸さんが誘いに来てくださってもう一回
始めました。いろんなところに連れて行ってもらえるのと
打つ楽しさとでどんどんハマっていって、続けさせてもら
いました。

本田　今皆さんのお話で、若連二代目のリーダーの遠
藤孝幸さんという名前が出てきました。遠藤さんという非
常に大きな影響力をもった方が御年40歳で亡くなっても
う随分経つわけですが、彼が非常に勧誘して、がいな太
鼓の基礎を作ったということだと思うんですね。私自身
もそうですが魅力がないと続けられないと思います。皆さ
ん、米子がいな太鼓のどういうところに魅力を感じてお
られますか？
梅林　がいな太鼓は、組曲太鼓なんだけど、突き詰めれ
ば突き詰めるほど難しい曲で、なんだか探求心が湧い
てくる面白味があるし、世間にアピールする新しい形で
あったと思います。さーっと通してしまうと何ともない曲に
聞こえるけど、個々の技術を高めていくと素晴らしいもの

橋谷　私は、立台をして鬱憤ばらしがものすごくできた。
恰好で太鼓を叩くのと違って、太鼓に向かって強・弱そ
れだけで打つと、会社でいろいろとあっても太鼓にぶつ
けて発散していた。それ以外は見知らぬ所にちょこちょこ
行かしてもらったことが一番記憶に残っていますね。
柴田み がいな太鼓はイメージが全然違った。譜面があ
るのと、リズムだけじゃなくメロディーがあって。はじめは
立台をやってたんですけど、面に向かって全身で打ち込
むのが性に合っていたかも！？それから平太鼓に移った
んですけど、それはそれで動きも違う。今回失敗したら次
はこうしよう、ああしようって、向上心が次々掻き立てられ
るというか、なかなか満足できなくて。そういう奥深さが
がいな太鼓の魅力だと思います。練習の雰囲気が良く、
あちこち県外遠征が楽しくていい思い出です。
小林ま ４～５日くらい亀山や総社に行って遠征して
回ったことがあったし、風林火山のレコーディングも２～
３日したことがすごい思い出だ。
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が出来上がっていく。技術がアップできるのがリズム組
曲太鼓だと思います。当時は、天野宣さんに直接指導を
受けて、その音楽の伝え方がすごく正確で全体像も口で
表現できる、そういうところを直接教わりました。
本田　そうですね。それは同感！
小林ま 私も似たような考えで、やっぱり難しい曲でし
た。表現の仕方が最初考えていたのと丸で違っていて、
その辺が魅力かな。もちろん技術もだと思うけどね、気持
ちの入れ方に惹かれたっていうのが続けられた理由か
なと思います。
柴田ゆ 私は子どもでしたし、太鼓を打つことに関して
は爽快感。もう一人の自分っていうのが青春の最中の
10代の身に入ってくるもので。青春そのものだったかも
しれない。太鼓も大好きでしたけど、メンバーの人間関
係が大好きでした。太鼓の持っている魅力と人間力の両
方が若連にはあって続けられたんだと思います。
小林み 私は、自分のエネルギーをぶつけるのに本当に
丁度よかった。なんせ人と違う事や目立つことが好きな
ので。それにバチっとハマった感じでした。メンバーとの
付き合いもとても楽しかった。

米子がいな太鼓の魅力
仲間との絆
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本田　がいな太鼓の魅力について伺いましたけど、現
在に至っては様々な曲があります。その大本は、「米子が
いな太鼓」という曲です。リズム組曲太鼓に一番最初に
我々が巡り合ったこと、これが50年まで続く元になった
んじゃないかなと思います。「米子がいな太鼓」の６楽章
は、リズムが変化していくというのが我々にとって非常に
新鮮じゃなかったかな。だからやればやるほど難しくな
る、何度やっても出来んな、満足感が得られないというと
ころが、がいな太鼓の魅力のひとつだと思います。皆さん、
この思い出が一番楽しかったっていうのはありますか？
小林み 泊りで合宿、楽しかったね！
柴田ゆ すごい楽しかったね！
梅原　香取の合宿では、例の如く夜遅くまで大騒ぎし
とったら小林さんに喝いれられて、「おまえたち、いつまで
やっちょうだー！」ってな。あの時はシュンとしてな、そうい
えばそげだなと…。
本田　小林さんが怒ったのは、後にも先にもあの時だけ。
橋谷　大変な思いかー、ひとつあるな！盲腸で入院して、
退院した日にがいな太鼓の車に乗せられて太鼓叩いて、
これは苦しかったな。痛くて痛くて、曲が一曲すんだ時点
で、わしもう知らんって…これが一番記憶にあるな。
小林み 私ね、福山の温泉のオープニングに泊りで行っ
たの。３人娘で温泉三昧。あれは結構楽しかった。今で
も覚えとる。温泉もいろんな種類があって。
本田　法被姿で、ウォータースライダーに飛び込んだや
つがおった。それでわしががいに怒って、「なんで法被で
そんなことをするだー！」みたいなこともあったし…。
柴田み ほかに本田さんがすごく怒ったのは、遠征に
行った甲子園だったかいな！？メンバーのうちの二人が
遅刻してすごく怒られた。みんなの前でものすごく本田さ
んが怒った！それがすごい印象に残ってる。
本田　まぁしょっちゅう怒っとったけんね。面白い話とい
うとね、大山の香取で梅さんとバチの持ち方で言い合い
になったことがあった。例えばドンドコドンドコというリズ
ムを打つときは前で持つか？ズドーンという大きな音を
出すには、後ろで持つか？とか、これで言い争いになった。
梅林　わしはわしなりに、バチの持ち方の考えを持っ
ちょったけんね。
本田　どっちも引かんかった。それをだまーって聞いとっ
たのが、今の２代目の宗家。　一同  (笑)
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本田　逆に辛かったイメージはなんかある？
柴田ゆ 私は女性ならではの辛いというか。最初、法被
の下が晒だったじゃないですか。巻き加減がきついか弱
いか言いながらやってもらいつつ、弱いとすぐヘラヘラっ
となるし、キツすぎると苦しい！となって。晒が落ちんか心
配はあったんですけど、皆さんに迷惑かけたなと…。
本田　車夫に変えたのは、確かフィリピンのマニラに行く
ときですね。あの頃はまだ天野会だったんで、勝手に車
夫に変えたら天野先生に怒られる。だけど私はその当時
から天野宣という人から離れていくつもりだったんで、遠
藤さんと梅さんに相談して車夫に変えました。それがな
かったら、いまだに晒を巻いとるかもしれんな！？
柴田ゆ 足袋が布底からゴム底に変わっていく流れが
あったじゃないですか。夏は足が熱くて、雑巾で濡らし
たら蒸れてまた熱くなって。幹也さんは立台をやってまし
たけど、ゴム底が薄くて杭が突き抜けたことがあったりと
か。今はエアー底ですもんね。
本田　確かにね。今は分厚いエアー底の足袋を履いて
やっとるんだけど、今日の暑さは並大抵の暑さじゃない！
演奏しとると、そのゴム底が溶けてズレてくる。こんな暑さ
でよくやっている！
小林み 足の裏、やけどだったもんねー！

本田　さぁいよいよ今年は50周年ということで、梅さん
や小林さんらと昔よく10年、20年…50年と頑張ります！
なんて話をしてましたね。それが現実の世界に近づい
て、今年50周年となりました。皆さん、50年がいな太鼓
が続くと思っておられました？
梅原　わしは続くと思っちょった！
小林み うん、続くと思っちょった！
梅林　今、子供連の子どもたちが育ってきて組織が続い
ているんで、続くだろうなと思ってた。
橋谷　米子人は、熱しやすく冷めやすいという気質があ
るけん、がいな祭を今後も続けられるだろうか？という疑

当時の思い出
共に乗り越えた苦楽の舞台裏

50年間の思い
変わりゆく時代で繋いだ伝統
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ロゴデザインは、演奏者の魂と技術の伝承を象徴して
います。太鼓の演奏は、心だけでなく手と腕を使った身
体全体の表現です。演奏者が身体全体でリズムを打
ち、観客に感動を伝えるその姿勢を、デザインに反映し
ました。演奏者として次世代へ技術を伝承していき、地
元に愛され続ける「米子がいな太鼓」は、50周年を迎え
ます。

このロゴは、演奏者の力強さと米子のエネルギーを、筆
で描かれた上下の手や腕の形に見立てて表現していま
す。さらに、未来の未知数の可能性を示すために、霧の
ような要素も取り入れています。これにより、「米子がいな
太鼓」がどのように発展していくのか、その無限の可能
性を感じさせるデザインとなっています。

今後も人の心に響く太鼓を打ち続けることを継承して
「鼓動心響」の響を取り、響創にしました。今までの50年
間の響も大切にしつつ、新しい響を創り、創設100周年
に向けて米子がいな太鼓保存会の新しい時代を創りた
いという意味です。
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第 2 章
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作：eve

作：平野 裕晴

問符がでたけど、JC（青年会議所）がずーっと受け継い
できて続いてる。このがいな太鼓もしかり。熱っしやすい
もんが集まってきて、なんか面白いなってやってたら、今
度はみんなが辞めるに辞めれない状態になってしまっ
た。次に、若あゆ、子供連を創ってものすごく大きくなって
きたから、今更辞められんというのかな！？親は送り迎え
もあって大変だと思うけど、頑張ってやっている。ほんと
に保護者には頭が下がる。これからも続くと思います！
本田　力強いお言葉で！
梅原　それと、本田君が曲を創って、いろんな曲ができ
たけん、太鼓人口が増えたんじゃないかと思う。「米子が
いな太鼓」だけだったら11人でいいじゃないかというレ
ベルになってしまう。子どもの曲を作ったり、いろんなチー
ムの曲を作ったりしたのが刺激になって、各チームが曲
を作り出したのが大きいんじゃないかと思う。
柴田み がいな祭が続く限りは続くんだろうと思います。
がいな祭はひとつの目標ですからね！
梅原　祭りと言えばがいな万灯だけど、その曲を作った
のはがいな太鼓。それが今でも継承されている。その曲
を作ったっていう自負もあるね。
柴田ゆ 50年というすごい長さ、大事にしていかないと
いけないと思う。辞めていった者は応援するしかない。が
いな太鼓はきっと無くならずに続いてくんでしょうね。
小林み 組織としての体をなした分、窮屈かな？と思う
が、のびのびと楽しいだけの組織じゃなくなっているな、
というのは感じる。
柴田み 昔は自由にできたけど、組織が大きくなると決ま
りごともある。こういった意味では大変でしょうね、受け継
ぐ方も大変でしょうけどもね…。
梅原　今のメンバーもそういう経験が出来ればいいな。
小林み ２代目から３代目の移行がうまく出来るかどう
かだね。
橋谷　どう、うまく繋いでいくか。
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本田　今10代前半～20代前半、いわゆる若いメン
バー、大人のメンバーが結構おります。それが1つのチー
ムを構成している。我々の若い頃よりちょっと小粒だけど
も、太鼓は上手いよ！そういうことで、今後も続くと私も
思っております。がいな太鼓がさらに100年に向かって
進んでいくわけですけど、今後に向かって何か期待する
ことはありますか？それを最後にしたいと思います。
梅原　期待以上のことが全体として出来ている気がす

る。実際、30周年、40周年の時の太鼓を公会堂で見る
と、我々がおった頃とは全然レベルが上がっとるんです
わ！それを維持していくことが今度は大変だなと思う。頂
点である「極」は発展してもらって、底辺を今まで通り広
げて、とっつきやすい太鼓の姿も創りながらその上も創っ
ていく。40周年の記念コンサートを見とってすごい感動
した！あの気迫のある所作と音、すごい演奏をしとるんで
すわ！十分に高められたものを、もっと若い人に引き継
いでほしいなと非常に感じました。「極」という身震いする
くらい素晴らしい組織が今出来とるんで、維持していっ
てもらいたい。
小林ま わしらの頃、米子市に伝統芸能がなかったの
で、何とかこの太鼓を伝統芸能として育てようと続けて今
年50周年か！だけどまだこれからだと思いますんで、がい
な太鼓が伝統芸能だと皆さんに認められるように頑張っ
てほしい。今の人はその辺も頭の隅において、もう50年
目指して次世代まで引き継いでいってもらいたいです。
柴田ゆ 技術的には50年かけてしっかりと身につけて
こられていると思いますし、プロでもないのにしっかりと
した組織をつくっておられることは、本当に大変なことだ
ろうなと思います。若い人たちが、自分の気持ちを本当
に表現できる、楽しく言いたいことが言える、良い組織に
なってもらいたいなってすごく希望します。
小林み 私が思うのは、楽しいが一番にくるような組織
になってほしい。はたから見ても楽しい、良いがいな太鼓
の組織にしてほしいです。

柴田み メンバー同士の繋がりを大事にしてほしいで
す。いい太鼓をしようと思うと、本人が楽しくないといけな
い。メンバーが楽しくやっていけるような環境を創ると自
然と60年、70年、100年が見えてくるんじゃないかと思い
ます。下の方からもいろんな意見が言えて、全員でひとつ
のものを作り上げていく、そういうことを期待しています。
橋谷　練習にきた子どもたちが全員それについていけ
るかは、指導者に責務があると思う。がいな太鼓の分
身達がたくさんおればおるほど、太鼓も長く続くと思う。
指導者とコミュニケーションをとりながら、みんなが和を
もっていけば続けられると思いますので、今後は指導者
の育成も課題だと思います。
本田　皆さん様々な意見を話していただきました。これ
にてお開きとさせていただきたいと思います。ありがとう
ございました。

未来への展望
次世代への期待と思い

24 ｜ 座談会 
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